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流通とＳＣ・私の視点 

2014年５月11日 
 

ＳＣの成功のメカニズムと競争優位性の要因(その３)!! 

― 勝ちパターンのＳＣの検証 ― 

（流通とＳＣ・私の視点1824 より続く） 
 
１番型ＳＣと囲い込みＭＤｉｎｇの関係は次の通りです。 

①１つのエリア（共通商圏）の中で１番規模が大きいＳＣがあるいは１番立地が良い優位となる。 

②１番規模が大きいと、競争相手の持つＭＤｉｎｇ機能を全て持つことができる。かつ、競争相手が持って

いないＭＤｉｎｇ機能を持つこともできる。 

③顧客から見ると、１番型のＳＣへ行けば全て間に合うために、２番店のＳＣへは行く必要がなくなる。 

④囲い込みＭＤｉｎｇは、「最低基準」として７割を競争相手と同じＭＤｉｎｇ、３割を競争相手が持ってい

ないＭＤｉｎｇをするためには、競争相手より最低1.4倍（１÷1.4＝71.4％）の売場面積が必要となる。 

⑤仮に、１番型のＳＣであるのに２番店のＳＣに負けている場合は、１番型ＳＣが「へまのＭＤｉｎｇ」を

している結果である。 

⑥それゆえに、２番型ＳＣは１番型ＳＣとは異なる次元で競争しなければならない。（いわゆる棲み分け戦

略） 

この競争優位性である「規模の優位性」と「立地の優位性」をマトリックス化すると次の通りです。 
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１番規模 Ａ－１ Ａ－２ Ａ－３ Ａ－４ 
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視点(1825) 

（ＳＣ理論編） 


